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   平成 22 年９月定例会

会　計　別 歳　入 歳　出 内　　容

一 般 会 計 201 億 9,384 193 億 6,693 歳入＠ 37 万 2千円（前年比 31,378 円・9.2％↑）歳出＠ 35 万 7千円（前年比 27,937 円・8.5％↑）

特

別

会

計

国民健
康保険

（事業勘定） 56 億 3,676 55 億 7,183 加入世帯 8,922、被保険者 18,242、保険税＠ 91,713 円医療費＠ 245,805 円、特定検診受診率 32.2%

（白河診療所） 2億 1,303 1 億 9,511 診療件数 10,202 件（前年比 44 件↓）
老 人 保 健 2,074 1,711 後期高齢者医療制度に移行につき、残務処理のため会計を保持
後期高齢者医療保険 3億 3,652 3 億 3,005 保険料@57,104 円、医療費@790,385 円

介 護
保 険

（ 事 業 ） 26 億 8,042 26 億 2,002 月平均 被保険者 940、月平均 要介護認定者 120（認定率 12.8%）
保険料＠ 41,011 円、給付費＠ 199 万 2千円
高齢化率 21.3％（前年比 0.3%↑）（サービス） 337 276

下 水 道 20 億 3,761 20 億　785 処理区域 862ha、普及率 33.0%（前年比 3.7%↑）
農 業 集 落 排 水 4億 9,678 4 億 8,086 処理区域 317ha、普及率   6.5%（前年比 0.1%↑）
戸 別 浄 化 槽 6,945 6,571 30 基を設置（5人槽 20 基、7人槽 9基、10 人槽 1基）
霊 園 1,499 1,496 37 区画の新規利用申込

企
業
会
計

病 院
収益的収支 3億 1,778 2 億 7,847 外来患者数 51,673（前年比 5,347 ↑）

入院患者数 14,179（前年比 1,399 ↑）
病床利用率 48.5%（前年比 4.7％↑）資本的収支 － 4,333

水 道
収益的収支 7億 6,436 6 億 4,710 給水件数 13,959 件、給水人口 41,827 人（普及率 93.2％）

総配水量 460 万㎥（前年比 146,539㎥↑）、有収率 81.4%
1 日平均配水量 12,607㎥、施設利用率 75.5%資本的収支 7億 1,591 10 億 1,254

＊＠マークは市民 1人当たりの額を表しています。   　　        （単位：万円）

平成２２年 第３回 定例議会
９月１日～ 17日「決算議会」を開催

　平成 21年度 全 11 会計 決算を認定！

決　

算
？
・
・
・
年
度
内
（
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
末
）
の
収
入
と
支
出
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
対
す
る
財
政
上
の
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
将
来
の
財
政
運
営
に
役
立
て
る
も
の
。

　平成 22 年の第３回目となる定例議会が 9月１日から 17 日までの会期で開かれ、　平成 22 年の第３回目となる定例議会が 9月１日から 17 日までの会期で開かれ、
平成 21 年度の決算認定を含む 31 件の議案等について審議しました。平成 21 年度の決算認定を含む 31 件の議案等について審議しました。

（10月 17 日 シビックガーデン 収穫祭）（10 月 17 日 シビックガーデン 収穫祭）
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H21 決算

磯 辺　隆   氏磯 辺　隆   氏 島田 幸三   氏島田 幸三   氏

実質公債費比率　実質公債費比率　１３．５%１３．５%

議
員
欠
員
に
よ
る
補
欠
選
挙
？
・
・
・
市
町
村
議
会
議
員
の
場
合
、
原
則
、
条
例
定
数
の
６
分
の
１
を
欠
い
た
と
き
、
50
日
以
内
に
選
挙
を
実
施
。
た
だ
し
、
同
一
自
治
体
の
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
便
乗
し
て
選
挙
を
行
う
。（
任
期
満
了
ま
で
60
日
以
内
の
場
合
は
除
く
）

   市財政の健全度チェック！  市が抱える借金・将来負担は？

　自治体財政健全化法の施行により、早い段階で財政の健全度をチェックする各指標の公表等
が義務付けられました。平成 21 年度決算時における状況をお知らせします。

｢ 今、返済している借金は？ ｣
（単位：％）

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ２１ 13.5% 16 位 12.0%
25%
   (18%)*

Ｈ２０ 15.1% 13 位 12.8%
Ｈ１９ 13.3% 28 位 13.2%
＊順位・平均は、県内 44市町村との比較および
　県内の平均。順位は上位ほど悪く下位ほど良い

◇市財政の何を診断？
　１年間に自由に使える収入のうち、どれくら
い借金の返済に充てたのかを見る比率です。こ
の過去 3年（平成 19 ～ 21 年度）の平均値に
なります。この数値が高いということは、国や
県等に頼らず、市独自で事業等を実施するため
の自由な財源が少ないことを意味します。
＊ 18％に達した場合にも、新たな借金をする際に
　許可を要するなど一部制限となる。

｢ 将来負担していく借金は？ ｣
（単位：％）

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ２１ 122.5% 9 位 86.6%
350%Ｈ２０ 124.9% 17 位 95.7%

Ｈ１９ 106.2% 24 位 105.2%
＊順位・平均は、県内 44市町村との比較および
　県内の平均。順位は上位ほど悪く下位ほど良い

◇市財政の何を診断？
　１年間に自由に使える収入に対して、市の負
担となる借金などが、その何倍に及んでいるの
かを見る比率です。借金が将来にわたり財政に
与えていく影響の大きさが分かります。
　これを家計に例えると、借金（連帯保証人と
して潜在的な債務も含む）が、年収の何年分に
相当しているのかといった感じになります。

将来負担比率　将来負担比率　１２２．５%１２２．５% 

磯辺、島田 ２氏が議員辞職
　磯辺　隆 氏（９月１日付）、島田　幸三 氏
（９月３０日付）が、一身上の都合により議員
を辞職しました。
　この辞職に伴い本市の議員の現員数は 22名
となります。（現議員の任期：平成 23 年 11
月 30日まで）

委員会等の構成が変更
　議員辞職により欠員が生じたため、委員会等の構成
が変わりました。

　■委員会
　　「議会運営委員会」
　　　委　員：木名瀬 幸吉
　　「茨城空港推進委員会」
　　　委員長）田村　昌男、副委員長）橋本　政美

　■一部事務組合
　　「湖北環境衛生組合」
　　　選出議員：加藤　吉博
　　「茨城地方広域環境事務組合」
　　　選出議員：木名瀬 幸吉

自治体財政健全化法？
　従来の制度では、分かりやすく財政情報を開示することや、早い段階で財政を立て直すための機能不
足等が指摘されていた。このため自治体の全会計から自治体が出資する団体の負債までを対象に、自治
体財政の悪化を早期に見つけ、改善策を講じることができるよう平成 19年６月に制定された。
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No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■ 条例の改正（6件）
59 市職員団体のための職員の行為の制
限の特例に関する条例（一部） ◎ 総 ◎

 ～時間外勤務代休時間の新設～

60 手数料条例（一部） ◎ 総 ◎
 ～屋外タンクの設置許可に係る手数料の減額～

61 国民健康保険条例（一部） ◎ 文 ◎
 ～保健事業等の関係規定の改正～

62 四季健康館条例（全部） ◎ 文 ◎
 ～指定管理者制度を導入するため～

63 小川保健相談センター条例（全部） ◎ 文 ◎
 ～指定管理者制度を導入するため～

64 玉里保健福祉センター条例（全部） ◎ 文 ◎
 ～指定管理者制度を導入するため～

■ 平成 22 年度  補正予算（10件）
65 一般会計 ◎ 各 ◎
 補 正 額）    10 億 3,301 万円
 補正後額）200 億　327 万円

66 国民健康保険（事業勘定） ◎ 文 ◎
 補 正 額）　          2,607 万円
 補正後額）　58億 3,513 万円

67 老人保健 ◎ 文 ◎
 補 正 額）    24 万円
 補正後額）381 万円

68 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎
 補 正 額）     △ 1,080 万円
 補正後額）3億 5,105 万円

69 下水道 ◎ 建 ◎
 補 正 額）　　　 1,147 万円
 補正後額）18億 5,221 万円

70 農業集落排水 ◎ 建 ◎
 補 正 額）            110 万円
 補正後額）6億 2,959 万円

71 戸別浄化槽 ◎ 建 ◎
 補 正 額）　　  6 万円
 補正後額）6,930 万円

72 介護保険（事業勘定） ◎ 文 ◎
 補 正 額）　　　　409 万円
 補正後額）27億 2,208 万円

73 病院（3条予算） ◎ 文 ◎
 補 正 額）21万円（収入・支出）
 補正後額）3億　962 万円（収入）
　　　　　 2 億 6,983 万円（支出）

74 水道（3条予算） ◎ 建 ◎
 補 正 額） 　    　401 万円（支出）
 補正後額）7億 7,521 万円（支出）

９月  定例議会  審議結果（全３１件）

No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■ 平成 21 年度  決算（12 件）
75 一般会計 ○ 各 ◎

76 国民健康保険 ○ 文 ◎

77 老人保健 ◎ 文 ◎

78 後期高齢者医療保険 ○ 文 ◎

79 下水道 ◎ 建 ◎

80 農業集落排水 ◎ 建 ◎

81 戸別浄化槽 ◎ 建 ◎

82 霊園 ◎ 市 ◎

83 介護保険 ◎ 文 ◎

84 病院 ◎ 文 ◎

85 水道 ◎ 建 ◎

86 土浦石岡社会教育センター一部事務組合
  歳入・歳出 7,303 万円
  清算金 58,307 円（負担割合 1.9%）

◎ 文 ◎

■ その他（2件）
2 人権擁護委員の推薦（追加提出） ◎ － －
～任期満了に伴い、藤田 幹泰 氏を再推薦～

3 人権擁護委員の推薦（追加提出） ◎ － －

～任期満了に伴い、田山 敏夫 氏を再推薦～

■ 議員発議（1件）
2 議員定数等検討特別委員会の設置 ◎ － －
提出者：大和田智弘

審
議
結
果
の
表
記
・
見
方
？
・
・
・「
審
査
委
員
会
」
総
：
総
務
、
文
：
文
教
福
祉
、
市
：
市
民
経
済
、
建
：
建
設
、
各
：
各
所
管
委
員
会
、「
賛
否
」 

◎
：
全
会
一
致
で
可
決
（
ま
た
同
意
）、
○
：
賛
成
多
数
で
可
決
。

審議結果

９月 定例議会 日程
日程 会 議 等 の 内 容 傍聴
１日 本会議（施政方針、議案上程） １名

3日 新市建設計画推進 委員会 －

５日 本会議（一般質問） 13名
６日 本会議

（一般質問、質疑、委員会付託） ２名

８日 文教福祉 常任委員会 －
９日 文教福祉 常任委員会

建設 常任委員会 －

13日 総務 常任委員会 －
14日 市民経済 常任委員会 －

15日 茨城空港推進 委員会 －

16日 議会広報 委員会 －
17日 議会運営 委員会

本会議（報告、討論、採決） ２名
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保
健
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理 

一
括
委
託
へ

Ｑ　

保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
改
正
の
内
容
は
？

Ａ　

市
内
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま

で
料
金
設
定
の
な
か
っ
た
小
川
・
玉
里

保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
使
用
料
を
新

た
に
規
定
し
ま
す
。

Ｑ　

制
度
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ　

専
門
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

運
営
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
は
公
募
す
る
の
か
？

Ａ　

公
募
は
せ
ず
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
願
い
で
き
る
よ
う
協
議
中
で
す
。

Ｑ　

そ
の
理
由
は
？

Ａ　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
既
に
市
内
の

各
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
所
を
設
け
て

お
り
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
市

か
ら
各
種
の
福
祉
業
務
を
受
託
す
る
な

ど
、
保
健
・
福
祉
業
務
に
精
通
し
た
最
も

適
切
な
法
人
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
決
算
を
総
括
し
て

Ｑ　

一
般
会
計
の
決
算
額
が
昨
年
度
よ

り
大
き
く
増
加
し
た
要
因
は
？

Ａ　

合
併
特
例
推
進
事
業
、
国
の
景
気

対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
定
額
給
付
金
、

臨
時
交
付
金
事
業
等
が
主
な
要
因
で
す
。

Ｑ　

各
事
業
の
内
容
は
？

Ａ　

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
５
３
，

３
４
４
人
に
対
し
て
、
８
億
７
９
１
万
２
千

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
、
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で
は
、
合

計
で
約
５
億
５
千
万
円
を
支
出
し
て
お

り
、
主
な
事
業
と
し
て
は
、
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
施
設
案
内
板
や

防
犯
灯
の
整
備
、
小
中
学
校
の
校
舎
等

の
改
修
・
耐
震
化
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
等
の
整
備
、
防
火
水
槽
の
設
置
や

消
防
車
輌
の
購
入
な
ど
幅
広
く
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

人
件
費
の
圧
縮
は
？

Ａ　

一
般
会
計
の
中
の
人
件
費
割
合
は

21
・
９
％
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

約
１
億
３
千
万
円
、
2.5 

％
の
減
で
す
。

Ｑ　

減
少
の
要
因
は
？

Ａ　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
期
末
勤
勉
手
当

等
の
支
給
月
数
の
減
、
職
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
く
職
員
数
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。

Ｑ　

市
税
の
状
況
は
？

Ａ　

調
定
額
が
約
69
億
円
に
対
し
て
、

収
入
済
額
が
約
62
億
円
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
に
比
べ
て
２
億
円
強
の
減
で
す
。

Ｑ　

市
税
の
収
納
率
は
？

Ａ　

平
成
21
年
度
は
90
・
23
％
と
、
前

年
度
に
比
べ
て
０
・
26
％
の
減
で
す
。

県
内
44
市
町
村
の
平
均
が
90
・
１
％
、

ま
た
、
県
内
32
市
の
平
均
が
89
・
９
％

で
す
の
で
、
平
均
よ
り
若
干
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

Ｑ　

滞
納
者
の
差
し
押
え
の
状
況
は
？

Ａ　

平
成
21
年
度
は
３
９
３
件
、
昨
年

度
は
４
６
０
件
を
実
施
し
て
お
り
、
県

内
で
も
最
上
位
の
実
績
で
す
。

　本会議で付託された 28 件の議案について、8日から 14 日にかけて行われた各常任委員会で審査し

ました。各常任委員会での審査状況について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　各委員会で付託された 28議案を審査　　

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
関　口
小　川
大　宅
村　田
中　村
福　島

市
町
村
が
運
営
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー
？
・
・
・
地
域
保
健
法
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
保
健
活
動
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
る
施
設
。
市
内
で
は
四
季
健
康
館
（
美
野
里
地
区
）、
小
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
３
カ
所
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
山　口
岩　本
木名瀬
藤　井
山　本

国の交付金を活用し、今年 4月に作成
された「子育てガイドブック」。
乳幼児検診の際に配布するほか、ホー
ムページに掲載している
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よ
り
地
域
と
密
着
し
た
学
校
運
営
へ

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
と
は
？

Ａ　

学
校
の
運
営
そ
の
も
の
に
地
域
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
事
業
で
す
。
本
市
で
は
、
平
成
21
・

22
年
度
、
野
田
小
学
校
が
国
の
モ
デ
ル
事

業
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
地
元
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
さ
わ
や
か
野
田
を
つ
く
る
会
」

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
や
組
織
力
を
活
か

し
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る
先
進
事
例
と
し

て
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

具
体
的
な
状
況
は
？

Ａ　

学
校
主
催
に
よ
る「
野
田
っ
子
デ
ー
」

（
学
校
公
開
日
）
と
い
う
行
事
等
を
通
じ

て
、
地
域
の
方
々
に
授
業
を
含
め
た
学
校

の
実
情
を
踏
ま
え
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

設
置
さ
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
の
中
で
交

わ
さ
れ
た
意
見
等
を
学
校
の
運
営
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

率
85
％
を
目
標
と
し
、
釜
山
便
の
新
設
お

よ
び
ソ
ウ
ル
便
の
増
便
を
図
る
た
め
、
市

と
し
て
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
韓
国
へ

の
誘
客
促
進
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ　

韓
国
と
の
交
流
事
業
を
行
う
予
定

は
？

Ａ　

日
韓
交
流
基
金
の
主
催
事
業
を
通
じ

て
、
市
内
中
学
生
50
名
が
10
月
３
日
か
ら

６
泊
７
日
の
予
定
で
韓
国
内
に
滞
在
し
、

様
々
な
異
文
化
交
流
や
体
験
を
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ　

搭
乗
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
積
極
的

な
交
流
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
は
？

Ａ　

過
日
、
積
極
的
な
交
流
促
進
に
つ
い

て
ご
提
案
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
も
あ
り

ま
す
の
で
、
市
の
国
際
交
流
協
会
の
中
で

具
体
的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
後
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
市
職
員
の
扱
い
は
？

Ａ　

健
康
診
断
を
は
じ
め
保
健
事
業
を
担

当
す
る
職
員
の
体
制
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
施
設
管
理
を
担
当
す
る
職
員
が
減
る

こ
と
は
想
定
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

使
用
料
の
変
更
は
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
同
様
、
健
康
・
福
祉
を
目

的
と
し
て
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
減

免
等
の
措
置
が
受
け
ら
れ
る
規
定
を
設
け

る
予
定
で
す
。

こ
こ
ろ
の
相
談
・
デ
イ
ケ
ア
事
業

Ｑ　

こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
、
こ
こ
ろ
の
デ

イ
ケ
ア
事
業
の
内
容
は
？

Ａ　

こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
は
、
悩
み
や
不

安
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
指
導
助
言

を
す
る
も
の
で
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
家

族
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
イ
ケ
ア
事
業
は
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
書
道
・
料
理
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
、
心
の
支
え
を

促
進
し
、
社
会
性
の
確
保
・
向
上
に
向
け

て
の
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

Ｑ　

活
動
の
状
況
は
？

Ａ　

月
１
、２
回
ず
つ
実
施
し
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、訪
問
指
導
も
行
い
ま
す
。

市
民
経
済

市
民
経
済
（委員）
萩　原
加　藤
野　村
戸　田
橋　本
島　田

韓
国
ソ
ウ
ル
便
の
搭
乗
率 

向
上
へ

韓
国
と
の
交
流
促
進
の
考
え
は

Ｑ　

ア
シ
ア
ナ
航
空
ソ
ウ
ル
便
の
搭
乗
率

の
状
況
は
？

Ａ　

開
港
か
ら
８
月
末
ま
で
の
平
均
搭
乗

率
は
、
約
70
％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ソ
ウ
ル
便
の
利
用
促
進
・
啓
発
の
た

め
、
補
正
予
算
で
50
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
？

Ａ　

ア
シ
ア
ナ
航
空
か
ら
も
、
同
路
線
が

減
便
対
象
と
な
る
水
準
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
需
要
喚
起
策
を
講
じ
る
よ
う
依

頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
搭
乗

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
地
域
運
営
学
校
）
？
・
・
・
平
成
16
年
６
月
の
地
教
行
法
の
改
正
に
よ
り
、
学
校
運
営
の
協
議
機
関
と
し
て
〝
学
校
運
営
協
議
会
〞
を
設
置
し
、
こ
の
協
議
会
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
ち
、
学
校
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

委員会ＱＡ

7 月 3・4 日にかけて空港ターミナルビ
ル内で開催された「アニョハセヨ！韓国
フェア」。関係各所で利用促進に向けた
様々な取組みが進められている

市内の中学生 50 名が茨城空港を利用して韓
国へ訪問。10 月 3 日からの 6泊 7 日の日程
で韓国内に滞在し、様々な異文化体験・交流
を行った

野田小学校で国のモデル事業とし
て取り組むコミュニティスクール。
地域と学校が協働し地域の宝であ
る子ども達の健全育成を目指す
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ま
た
、各
家
庭
で
の
漏
水
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
工
事
店
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
当

番
店
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

か
し
て
つ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
開
始

利
活
用
促
進
へ
の
取
組
み
は

Ｑ　

か
し
て
つ
バ
ス
専
用
道
化
事
業
の
実

証
運
行
が
開
始
さ
れ
た
が
、
実
際
に
移
動

に
か
か
る
時
間
は
？

Ａ　

開
始
前
の
実
験
段
階
で
は
、
朝
晩
は

交
差
点
の
交
通
量
が
多
く
、
予
想
よ
り
も

停
車
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

中
は
一
般
道
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間
と
の
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
見
通
し
は
？

Ａ　

旧
常
陸
小
川
駅
ま
で
の
延
伸
に
向
け

て
、
今
年
度
、
駅
周
辺
用
地
の
取
得
費
用

を
確
保
し
て
お
り
、
現
在
、
測
量
・
設
計

を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
開
設
時
期

は
、
今
後
の
乗
降
客
数
の
推
移
等
も
勘
案

し
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
沿
線
の

環
境
美
化
等
に
取
り
組
ん
で
は
？

Ａ　

現
在
、
道
路
脇
の
草
刈
り
や
花
植

え
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
花
壇
整
備
な
ど
に
つ

い
て
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
ご
協
力

い
た
だ
き
進
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
供
給
の
状
況
は

Ｑ　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
状
況
は
？

Ａ　

昨
年
度
は
８
km
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
末
で
の
残
延
長
は
54 

km 

と
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
更
新
は
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
延
長
を
延
ば
す
た
め
、

細
い
管
を
中
心
に
進
め
ま
し
た
。
今
後
は

２
０
０
ミ
リ
以
上
の
太
い
管
が
中
心
と
な

り
、
事
業
費
が
か
さ
む
た
め
、
年
あ
た
り

実
施
で
き
る
延
長
は
短
く
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

有
収
率
と
は
？

Ａ　

給
水
す
る
水
量
に
対
し
て
、
料
金
と

し
て
収
入
さ
れ
る
水
量
の
割
合
で
す
。
施

設
の
稼
働
が
料
金
収
入
に
直
結
し
て
い
る

か
、
経
営
の
効
率
性
を
診
る
指
標
で
す
。

Ｑ　

平
成
21
年
度
の
有
収
率
が
81
％
、
前

年
度
よ
り
3.5
％
減
の
理
由
は
？

Ａ　

主
に
小
川
地
区
で
の
工
事
に
伴
い
、

発
生
し
た
赤
水
・
に
ご
り
水
を
排
除
し
た

た
め
で
す
。

Ｑ　

落
雷
等
に
よ
る
断
水
ト
ラ
ブ
ル
時
の

対
応
は
？

Ａ　

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
、
職
員
に
連
絡
が

入
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
初
期
対

応
や
軽
微
な
も
の
は
、
職
員
が
対
応
し
ま

す
。職
員
だ
け
で
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、

委
託
業
者
に
連
絡
し
対
応
し
ま
す
。

空
港
周
辺
に
交
流
拠
点
を
設
置
検
討
へ

Ｑ　

空
港
周
辺
整
備
基
本
構
想
の
策
定
委

託
料
２
２
０
万
円
の
内
容
は
？

Ａ　

現
在
、
茨
城
空
港
周
辺
の
交
流
人
口

拡
大
に
も
寄
与
し
て
い
く
た
め
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
名
産
品
の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
信
拠
点
と
な
る

直
売
所
等
の
建
設
も
含
め
た
交
流
空
間
の

形
成
を
図
り
、
幅
広
く
地
域
振
興
に
つ
な

が
る
整
備
構
想
を
策
定
し
て
い
く
予
定
で

す
。

Ｑ　

設
置
に
向
け
た
検
討
状
況
は
？

Ａ　

７
月
末
か
ら
関
係
各
課
に
よ
る
内
部

協
議
を
開
始
し
、
年
度
内
に
は
構
想
を
策

定
し
て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
来
年

度
内
に
は
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
集
排
事
業 

水
洗
化
率
の
向
上
策

Ｑ　

水
洗
化
率
（
接
続
率
）
の
状
況
は
？

Ａ　

平
成
21
年
度
末
で
納
場
北
部
地
区
が

94
％
、
堅
倉
南
部
地
区
が
59
％
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
末
ま
で
に
、
堅
倉
南

部
地
区
で
新
た
に
４
件
が
接
続
済
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

事
業
開
始
に
あ
た
り
地
元
の
同
意
を

得
て
進
め
る
事
業
な
の
で
、
水
洗
化
率
の

向
上
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

各
維
持
管
理
組
合
と
一
緒
に
戸
別
訪

問
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
事
業
拡
大
は
？

Ａ　

現
在
、
進
め
て
い
る
巴
中
部
地
区
に

つ
い
て
は
、
25
年
度
末
に
上
合
・
前
原
・

飯
前 

地
内
の
一
部
を
供
用
開
始
し
、
そ
の

後
、
上
吉
影 

地
内
等
を
進
め
、
28
年
度
内

の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
納
場
南
部
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、調
査
設
計
費
を
計
上
し
て
お
り
、

今
後
、
地
元
の
同
意
を
得
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
県
に
も
早
期
の
事
業
採
択
が
得
ら

れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
？
・
・
・
水
道
普
及
期
（
昭
和
30
・
40
年
代
）
に
安
価
な
こ
と
か
ら
全
国
的
に
水
道
管
と
し
て
利
用
。
し
か
し
強
度
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
昭
和
60
年
に
製
造
が
中
止
。
漏
水
防
止
や
耐
震
化
の
た
め
取
替
え
が
進
め
ら
て
い
る
。

建　
　

設

建　
　

設
（委員）
笹　目
古　谷
荒　川
大和田
市　村
田　村

委員会ＱＡ

毎月、最終週の土日に、観光協会が主催
し開催する「小美玉マルシェ」。小美玉自
慢の物産品等の展示販売を行う
（茨城空港ターミナルビル１階ロビー）
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　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　住みやすいまちを目指して

１
．
山
本　

信
子　
（
９
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

 

（
答
弁
：
消
防
長
）

　
　

  

② 

防
災
計
画

 

（
答
弁
：
市
民
生
活
部
長
）

　
　

  

③ 

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
対
策

 

（
答
弁
：
保
健
福
祉
部
長
）

２
．
福
島
ヤ
ヨ
ヒ　
（
10
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

救
急
医
療
体
制

 

（
答
弁
：
消
防
長
）

　
　

  

② 

交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

（
答
弁
：
市
長
公
室
長
）

　
　

  

③ 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

（
答
弁
：
教
育
次
長
）

　
　

  

④ 

教
育
環
境
の
健
全
化
を

 

（
答
弁
：
教
育
長
）

　
　

  

⑤ 

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を

 

（
答
弁
：
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

  

⑥ 

環
境
問
題

 

（
答
弁
：
市
民
生
活
部
長
）

３
．
笹
目　

雄
一　
（
11
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

医
療
セ
ン
タ
ー

 

（
答
弁
：
副
市
長
）

　
　

  

② 

茨
城
空
港

 

（
答
弁
：
産
業
経
済
部
長
）

　
　

  

③ 

生
活
保
護

 
（
答
弁
：
保
健
福
祉
部
長
）

４
．
橋
本　

政
美　
（
12
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 
水
道
料
金
の
格
差
是
正

 

（
答
弁
：
水
道
局
長
、
市　

長
）

５
．
小
川　

賢
治　
（
13
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

県
議
会
議
員
選
挙
実
施
に
伴
う
啓
発

 

（
答
弁
：
総
務
部
長
）

　
　

  

② 

財
政
健
全
化
判
断
比
率

 

（
答
弁
：
市
長
公
室
長
）

　
　

  

③ 

校
庭
の
芝
生
化

 

（
答
弁
：
教
育
長
）

６
．
木
名
瀬
幸
吉　
（
14
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

入
札
状
況

 

（
答
弁
：
総
務
部
長
、
副
市
長
）

　
　

  

② 

美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社

 

（
答
弁
：
市　

長
）

７
．
島
田　

幸
三　
（
15
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
施
策

 

（
答
弁
：
市　

長
）

　
　

  

② 

行
財
政
改
革
の
推
移

 

（
答
弁
：
市
長
公
室
長
）

　
　

  

③ 

少
子
高
齢
化
対
策 

 

（
答
弁
：
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

  

④ 

学
校
教
育
と
教
育
環
境
の
整
備

 

（
答
弁
：
教
育
長
）

８
．
関
口　

輝
門　
（
16
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

学
校
施
設
の
耐
震
化

 

（
答
弁
：
教
育
次
長
）

　
　

  

② 

公
共
建
造
物
の
借
地
の
あ
り
方

 

（
答
弁
：
総
務
部
長
）

９
．
戸
田　

見
成　
（
17
ペ
ー
ジ
）

　
　

  

① 

新
市
建
設
計
画
の
進
行
状
況

 

（
答
弁
：
市
長
公
室
長
、都
市
建
設
部
長
）

　
　

  

② 

財
政
健
全
化
は
進
ん
で
い
る
か

 

（
答
弁
：
市　

長
）

　
　

  

③ 

か
し
て
つ
バ
ス
専
用
道
化
事
業

 

（
答
弁
：
市
長
公
室
長
）

　
　

  

④ 

人
事
管
理

 

（
答
弁
：
総
務
部
長
）

　
　

  

⑤ 

少
子
化
時
代
の
目
玉
施
策

 

（
答
弁
：
保
健
福
祉
部
長
）

　
　

  

⑥ 

給
食
セ
ン
タ
ー
開
設
に
関
し
て

 

（
答
弁
：
教
育
次
長
）

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
。
質
問
は
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（10 月 11 日 第 5 回市民体育祭、玉里運動公園）（10 月 11 日 第 5 回市民体育祭、玉里運動公園）

  
　平成 22 年第３回定例議会で行われた一般質問には、９名の議員が市政に関する 28 項目について質問　平成 22 年第３回定例議会で行われた一般質問には、９名の議員が市政に関する 28 項目について質問
や提言を行いました。紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。や提言を行いました。紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。
　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今定例議　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今定例議
会の会議録は 12 月頃に発行の予定です。会の会議録は 12 月頃に発行の予定です。
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Ｑ .Ｑ . 高齢者の所在不明問題を受け高齢者の所在不明問題を受け
　　　　地域での見守り支援の拡充を地域での見守り支援の拡充を

　　Ａ .　　Ａ .安心安全な地域社会の構築へ安心安全な地域社会の構築へ
　　　　　　　　地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸの設置目指す地域支援ﾈｯﾄﾜｰｸの設置目指す 山本　信子

Ｑ 

実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
で

　

 

各
種
支
援
策
の
実
施
を

　

高
齢
者
の
所
在
不
明
が
社
会
問
題
と

な
る
中
、
改
め
て
地
域
に
お
け
る
見
守

り
支
援
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
の

体
制
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
全
国
各
地
で
も
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
創
意
工
夫
に
よ
り
、
様
々
な

支
援
の
取
組
み
が
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
弱
者

に
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い

し
た
い
。

Ａ 
保
健
福
祉
部
長　

全
国
的
に
高
齢
化

や
核
家
族
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の
社

会
的
孤
立
、
孤
独
死
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
根
底
に
は
家
族
の
介
護

機
能
の
低
下
や
地
域
社
会
で
の
人
間
関

係
の
希
薄
化
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
交
流
や
関
係
機
関
に

よ
る
声
か
け
・
訪
問
等
に
よ
る
日
常
の

安
否
確
認
を
通
じ
て
、
早
期
に
問
題
を

発
見
し
、
必
要
な
支
援
策
を
迅
速
か
つ

効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
関
係
機
関
・
団
体
等
に

よ
る
安
否
確
認
や
在
宅
訪
問
等
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
や
、
認
知
症
、

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
え
て
く
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
更
な
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
身
近
な
地
域
で
子

ど
も
か
ら
障
が
い
者
、
高
齢
者
ま
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
総
合
的
な
体
制
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、
現
在
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
る
「
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
事
業
」

を
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
事
業

の
洗
い
出
し
や
関
係
各
課
と
の
調
整
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
等
を
行
い
、
平
成

23
年
度
以
降
に
お
い
て
、（
仮
称
）
地
域

生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
て

行
く
予
定
で
す
。

Ｑ 

７
月
か
ら
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航

　

 

活
用
へ
の
準
備
・
体
制
は
万
全
か

Ａ 

消
防
長　

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い

て
は
、
県
内
全
域
に
お
け
る
救
急
医
療

体
制
の
確
立
と
救
命
率
を
向
上
す
る
た

め
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
運
用
が
開
始

さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
は
20
カ
所
が
救

急
車
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
合
流
す
る
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
運
航
開
始
に
あ
た
り
、

本
市
で
は
、
６
月
３
日
、
玉
里
運
動
公

園
に
お
い
て
、
消
防
本
部
職
員
が
参
加

し
て
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実

施
し
、
救
急
隊
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の

連
携
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

件
数
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
現
在
ま
で

に
42
件
あ
り
、
本
市
で
も
２
件
の
出
動

要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
よ
り
迅
速
な
緊
急
搬
送
体
制

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
救
急
現

場
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
着
陸
地
点
ま

で
の
距
離
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
追
加
申
請
を

進
め
て
い
ま
す
。

所
在
不
明
の
高
齢
者
？
・
・
・
法
務
省
が
８
月
末
に
実
施
し
た
全
国
調
査
（
本
年
３
月
末
現
在
の
戸
籍
９
割
を
調
査
）
で
は
、
戸
籍
が
残
っ
た
ま
ま
現
住
所
が
不
明
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
、
全
国
で
約
23
万
４
千
人
、
県
内
で
約
３
千
人
、
本
市
86
人
。

救急車とドクターヘリの合流地点（ラン
デブーポイント）には、小中学校や運動
公園のグランドなど市内 20 カ所が指定
される。7月からの運用開始に向けて、6
月 3日、玉里運動公園で共同訓練を実施

一般質問
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県
内
市
町
村
に
お
け
る
小
中
学
校
再
編
の
取
組
み
状
況
？
・
・
・
今
年
５
月
１
日
現
在
、
県
内
44
市
町
村
に
お
け
る
小
中
学
校
再
編
計
画
の
取
組
み
状
況
は
、
策
定
済
が
19
、
策
定
中
が
８
、
内
部
検
討
中
が
12
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ 

教
育
受
け
る
子
ど
も
達
へ
十
分
な
配
慮
を

　

過
日
、
市
内
の
全
小
中
学
校
や
美
野

里
地
区
に
あ
る
４
つ
の
幼
稚
園
を
対
象

に
、
そ
の
規
模
・
配
置
の
適
正
化
に
取

り
組
む
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
現
在
、

本
市
内
に
お
い
て
、
県
が
示
す
適
正
規

模
に
該
当
す
る
の
は
何
校
あ
る
の
か
。

　

今
後
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
る
と
と

も
に
、
教
育
を
受
け
る
子
ど
も
達
に
十

分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 
教
育
長　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
行

し
、
本
市
に
お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒

数
は
今
後
と
も
減
少
し
て
い
く
と
推
計

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、

小
学
校
で
１
学
年
２
ク
ラ
ス
、
中
学
校

で
１
学
年
３
ク
ラ
ス
以
上
を
適
正
規
模

と
し
て
お
り
、
現
在
、
本
市
で
こ
の
基

準
を
満
た
す
の
は
、
小
学
校
12
校
の
う

ち
５
校
、
中
学
校
４
校
の
う
ち
２
校
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
等
を
受
け
て
、
本
市

で
も
学
校
の
適
正
規
模
や
配
置
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
内
に
お
い
て
、

適
正
化
の
必
要
性
や
具
体
的
な
進
め
方

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、（
仮
称
）
学
校
適
正
規
模
・
配

置
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
中
で

基
本
方
針
や
具
体
的
な
実
施
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
こ
と
に
よ

り
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
意

見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
、
ま
た
専
門
的

な
見
地
か
ら
の
提
言
も
得
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
教
育
行
政
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
推
進
に

は
大
変
困
難
を
伴
う
も
の
で
す
が
、
当

事
者
で
あ
る
子
ど
も
本
位
の
視
点
に
立

ち
、
全
市
的
な
視
点
で
、
本
市
と
し
て

の
適
正
な
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
に
議

論
を
深
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

Ｑ 
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
を

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

県
内
で
は
、
入
院

時
の
み
も
含
め
、
約
４
割
の
18
市
町
村

に
お
い
て
、
自
主
財
源
を
投
じ
て
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
施
お

よ
び
実
施
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
、
仮
に
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
実
施

し
た
場
合
、
約
５
千
万
円
の
追
加
予
算

が
必
要
と
算
定
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
の

財
源
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
子
育
て
に
伴
う
不
安
や
負
担

を
解
消
し
、
地
域
で
明
る
く
健
や
か
に

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、

先
行
自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

安
心
な
救
急
医
療
体
制
の
確
保
を

Ａ 

消
防
長　

昨
年
の
救
急
出
動
は

１
６
４
１
件
あ
り
、
本
年
も
8
月
末
ま

で
に
１
１
８
３
件
あ
り
ま
し
た
。
本
市

で
保
有
す
る
４
台
全
て
の
救
急
車
が
出

動
し
、
さ
ら
に
出
動
が
生
じ
た
場
合
、

協
定
に
基
づ
き
県
や
近
隣
消
防
本
部
に

応
援
を
依
頼
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
受
入
れ
体
制
の
把
握
に

つ
い
て
は
、
県
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
か

ら
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
十
分
に
対
応
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
こ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
本
市
の
医

療
セ
ン
タ
ー
も
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
具
体
的
な
取
り
決
め
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

Ｑ .Ｑ . 学校再編の具体的進め方は学校再編の具体的進め方は
　　　　地域の声を十分踏まえ検討を地域の声を十分踏まえ検討を

　　Ａ . 少子化の進行を踏まえ　　Ａ . 少子化の進行を踏まえ
　　　　全市的にあり方を検討　　　　全市的にあり方を検討 福島ヤヨヒ

限られた財源の中で耐震化を促進するに
は、将来的な児童生徒数の推移を勘案し、
小中学校等の適正規模、配置のあり方を
示す必要がある（平成 22・23 年度にか
けて耐震補強工事を行う羽鳥小学校）

一般質問
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Ｑ .Ｑ . 開港後５ヶ月で 50万人突破！開港後５ヶ月で 50万人突破！
　　空港もたらす具体的効果は　　空港もたらす具体的効果は

　　Ａ .　　Ａ .市内立ち寄りスポットの来訪者増市内立ち寄りスポットの来訪者増
　　　　　　　　新路線就航による相乗効果に期待新路線就航による相乗効果に期待 笹目　雄一

Ｑ 

空
港
開
港
に
よ
る
本
市
へ
の
効
果
は

　

３
月
11
日
、
国
内
98
番
目
、
首
都
圏

第
３
の
空
港
と
し
て
、
茨
城
空
港
が
開

港
し
て
以
来
、
開
港
前
の
悪
評
を
く
つ

が
え
し
、
７
月
22
日
に
は
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
来
場
者
数
は
50
万
人
を
突

破
し
た
。
県
内
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
と
今
後
ど
の
よ
う
な
効

果
を
見
込
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ 
産
業
経
済
部
長　

茨
城
空
港
に
は
、

こ
れ
ま
で
58
万
人
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
、
市
内
飲
食
店
等
へ
の
来
客
数
が

増
え
た
ほ
か
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
へ

の
チ
ラ
シ
設
置
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
等
も

含
め
、
市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
徐
々

に
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
秋
航
空
や
ス
カ
イ
マ
ー
ク

航
空
の
動
向
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
茨
城
空
港

の
認
知
度
が
向
上
し
、
さ
ら
に
ロ
ー
コ

ス
ト
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
他
の
空
港
に
は

な
い
先
進
的
な
取
組
み
を
評
価
い
た
だ

き
、
羽
田
・
成
田
に
は
な
い
新
た
な
空

の
玄
関
口
が
所
在
す
る
ま
ち
と
し
て
、

さ
ら
に
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図

れ
て
い
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ス
カ
イ
マ
ー
ク
航
空
が
今
年

度
内
に
、
札
幌
・
名
古
屋
便
の
新
規
就

航
を
表
明
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用

を
中
心
に
栃
木
・
群
馬
県
な
ど
県
外
利

用
者
の
増
に
よ
る
搭
乗
率
の
向
上
、
更

な
る
路
線
の
拡
大
・
増
便
も
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え

た
今
、
広
域
的
な
取
組
み
に
よ
り
観
光

対
策
を
充
実
さ
せ
、
市
内
へ
の
経
済
効

果
を
波
及
さ
せ
る
た
め
の
各
種
施
策
の

実
施
が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

　
 

市
民
の
健
康
管
理
を
行
う
考
え
は

Ａ 

副
市
長　

こ
れ
ま
で
医
療
セ
ン
タ
ー

に
対
し
、
市
民
の
健
康
管
理
に
関
す
る

業
務
等
を
実
施
す
る
よ
う
指
示
・
要
請

等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
市

で
実
施
し
て
い
る
健
康
増
進
事
業
と
の

連
携
に
よ
り
、
医
学
的
な
見
地
か
ら
の

事
業
展
開
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
健
康

教
室
開
催
の
打
診
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

本
市
の
生
活
保
護
の
現
状
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の
生
活
保

護
世
帯
に
つ
い
て
は
、
合
併
当
初
の

平
成
18
年
度
が
平
均
２
２
８
世
帯
、
関

係
予
算
４
億
８
千
万
円
で
し
た
が
、
平

成
21
年
度
で
は
平
均
で
２
２
９
世
帯
、

５
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
年
４
月
1
日
現
在
２
６
０
世
帯

だ
っ
た
も
の
が
、
8
月
末
ま
で
の
間
に

20
世
帯
増
加
し
、
相
談
件
数
は
月
平
均

10
件
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
生
活
保
護
の
担
当
職
員
は
、

指
導
員
１
名
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
3
名
、

事
務
員
１
名
の
ほ
か
、
小
川
、
美
野
里

支
所
内
の
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
、
相

談
や
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
定
数

に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
く
基
準
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

増
員
が
図
れ
る
よ
う
関
係
課
と
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

生
活
保
護
？
・
・
・
憲
法
に
基
づ
き
、
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
し
、
自
立
を
支
援
す
る
制
度
。
国
が
定
め
る
最
低
生
活
費
と
比
べ
て
世
帯
内
の
収
入
が
不
足
す
る
分
を
生
活
上
の
各
費
用
別
に
支
給
。
そ
の
財
源
負
担
は
国
４
分
の
３
、
自
治
体
４
分
の
１
。

3 月 11 日の開港から半年を待たずして、
空港来場者が 50 万人を突破。来場者の
大半は見物客が占めており、来訪者への
受け入れ体制の拡充は喫緊の課題

一般質問



　   12
   平成 22 年９月定例会

県
水
道
局
に
よ
る
水
道
用
水
供
給
事
業
？
・
・
・
水
道
事
業
は
法
に
基
づ
き
原
則
市
町
村
が
実
施
す
る
が
、
水
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
県
水
道
局
が
多
額
の
建
設
費
を
要
す
る
ダ
ム
や
浄
水
場
を
整
備
し
市
町
村
に
水
を
供
給
す
る
事
業
。

Ｑ 

市
長
の
英
断
で
早
期
の
格
差
解
消
を

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
し
て

５
年
目
を
迎
え
る
現
在
に
お
い
て
も
、

同
じ
市
民
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
格
差

に
よ
り
不
公
平
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。

市
長
の
英
断
に
よ
り
、
早
期
の
格
差
解

消
を
実
現
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

水
道
局
長　

合
併
後
の
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
小
川
、
美
野
里
地
区
の
水

道
事
業
と
、
玉
里
地
区
に
つ
い
て
は
、

湖
北
水
道
企
業
団
に
よ
る
３
つ
の
各
事

業
体
に
よ
り
経
営
が
展
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
市
が
経
営
す
る
小
川
と
美
野

里
地
区
に
関
し
て
は
、
平
成
21
年
１
月

よ
り
小
美
玉
市
水
道
事
業
に
統
合
し
、

同
一
の
料
金
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
生
じ
て
い
る
料
金
格
差
に
つ

い
て
は
、
小
美
玉
市
水
道
事
業
と
玉
里

地
区
を
事
業
区
域
と
す
る
湖
北
水
道
企

業
団
水
道
事
業
に
お
け
る
格
差
に
な
り

ま
す
が
、
各
事
業
体
と
し
て
の
歴
史
的

な
経
過
を
踏
ま
え
た
、
そ
の
経
営
内
容

や
規
模
の
違
い
に
よ
り
、
料
金
体
系
に

価
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、
法
に
基
づ
く
公

営
企
業
と
し
て
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し

た
経
済
性
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

水
道
料
金
を
単
純
に
す
り
合
わ
せ
る
こ
と

は
、
経
営
を
圧
迫
し
、
健
全
な
運
営
を
確

Ｑ 

年
間
で
生
じ
る
料
金
格
差
は

Ａ 

水
道
局
長　

小
川
、
美
野
里
地
区
を

管
轄
す
る
小
美
玉
市
水
道
事
業
と
、
玉

里
地
区
を
管
轄
す
る
湖
北
水
道
企
業
団

水
道
事
業
と
の
料
金
格
差
に
つ
い
て
は
、

13
ミ
リ
口
径
で
１
ヶ
月
使
用
し
た
場
合

で
、
４
人
家
族
が
1
人
７
㎥
使
用
し
た

と
仮
定
す
る
と
、
小
美
玉
市
水
道
事
業

で
５
，
０
０
９
円
、
湖
北
水
道
は
５
，

４
０
８
円
、
ひ
と
月
の
差
は
３
９
９
円

と
な
り
ま
す
。
概
ね
小
美
玉
市
水
道
事

業
の
料
金
が
安
い
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
た
に
水
道
に
加
入
す
る

際
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
湖
北
水
道

事
業
団
の
ほ
う
が
安
く
設
定
さ
れ
て
い

る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ . 合併してすでに５年目Ｑ . 合併してすでに５年目
　　　　水道料金格差どうするのか水道料金格差どうするのか

　　Ａ .　　Ａ .統合踏まえ周辺事業体と検討統合踏まえ周辺事業体と検討
　　　　　　　　当面は県水料金の引下げ求める当面は県水料金の引下げ求める

平成 19 年度に策定された「小美玉市水道
事業基本計画」。将来にわたり安全で安定
した水道水を供給していくため、各企業体
の経営事情を踏まえ料金が算出される

橋本　政美

保
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
料
金
統
一
に
つ
い
て
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
早
期
解
消
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
ま
た
併
せ
て
、
現
在
の
社
会
背

景
か
ら
も
、
水
道
事
業
の
統
合
・
広
域

化
は
、
経
営
の
安
定
化
に
有
効
な
手
段

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
事
業
統
合

に
向
け
て
は
、
各
事
業
体
の
実
情
等
に

応
じ
た
計
画
策
定
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

周
辺
事
業
体
等
と
の
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
い
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ａ 

市　

長　

合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
旧
町

村
間
の
格
差
解
消
を
図
る
べ
く
、
様
々

な
事
務
事
業
等
を
通
じ
て
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
道
事
業
に
関
し

て
も
、
異
な
る
料
金
体
系
の
格
差
解
消

を
図
る
べ
く
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

湖
北
水
道
企
業
団
に
お
い
て
は
、
平

成
27
年
度
を
目
途
に
石
岡
市
区
に
お
け

る
事
業
統
合
を
進
め
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
取
水
源
の
制
約
に
よ
り
、

県
水
道
局
か
ら
の
受
水
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ

の
割
高
な
料
金
の
是
正
を
県
に
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、

現
在
、
出
来
得
る
中
で
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問
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Ｑ 

校
庭
芝
生
化
そ
の
後
の
状
況
は

　

昨
年
12
月
に
質
問
し
た
校
庭
芝
生
化

に
つ
い
て
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
各
地

で
着
実
に
進
展
す
る
状
況
に
あ
り
、
過

日
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
水
戸
市
の
酒

門
小
で
は
、
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
芝

の
植
付
け
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
管
理

に
お
い
て
も
手
間
の
か
か
ら
な
い
形
で

低
予
算
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
前
回

の
質
問
で
は
前
向
き
な
答
弁
を
得
た
も

の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
検

討
経
過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 
教
育
長　

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

は
、
昨
年
12
月
定
例
議
会
で
の
質
問
を

受
け
て
、
県
内
の
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
が
、
具
体
化
に
向
け
た
整
備
計
画
の

策
定
等
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

国
で
は
こ
の
事
業
を
推
奨
し
て
い
ま
す

が
、
全
国
的
に
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

各
自
治
体
で
は
校
舎
の
耐
震
化
を
優
先

す
る
等
の
理
由
か
ら
、
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ

事
業
の
中
で
、
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
が
造
成
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

こ
の
利
用
を
通
じ
て
教
育
上
の
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
そ
の
実
施
の
是
非
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
小
川
南
中
学
校
区
に

お
い
て
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を

受
け
、
地
域
住
民
に
よ
る
学
校
支
援
の

た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
こ
う
し
た
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
の
普
及
・
定
着
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
芝
生
の
維
持
管
理
費
の
軽
減

化
や
体
制
整
備
が
期
待
さ
れ
る
ば
か
り

か
、
地
域
の
子
ど
も
達
は
地
域
で
育
て

る
教
育
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
本
市
と
し

て
は
、
こ
の
問
題
は
前
向
き
に
取
り
組

む
べ
き
事
業
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

Ｑ . 低コストでの実施も可能
　　校庭芝生化に向けた検討経過は

　　Ａ . 周辺事業との連携を図り
　　　　実現に向け検討していく 小川　賢治

今年度からモデル事業として芝生化に取
り組む水戸市の酒門小学校。児童と保護
者が一緒に芝生苗の植付け作業を行った

（水戸市 酒門小学校）

茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
・
区
割
？
・
・
・
平
成
20
年
12
月
の
県
議
会
定
例
議
会
で
、
平
成
の
大
合
併
に
伴
い
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
お
よ
び
選
挙
区
別
の
定
数
を
改
正
。
次
回
選
挙
か
ら
区
割
を
36
か
ら
35
と
し
た
が
、
定
数
の
総
数
は
現
行
65
名
の
ま
ま
。

一般質問

Ｑ 

12
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て

　

県
議
会
議
員
選
挙
が
今
年
12
月
12
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

国
・
県
政
選
挙
で
は
投
票
率
が
低
位
に

甘
ん
じ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
初
め
て

県
議
会
議
員
を
選
出
す
る
重
要
な
選
挙

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
へ
の
選

挙
啓
発
お
よ
び
政
治
常
識
の
向
上
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ 

総
務
部
長　

市
長
や
市
議
会
議
員
な

ど
身
近
な
選
挙
で
の
投
票
率
が
70
％
を

越
え
る
一
方
、
前
回
の
県
議
会
議
員
選

挙
が
55
％
と
県
平
均
を
7.6 

％
上
回
っ
た

も
の
の
、
そ
の
他
の
国
政
選
挙
で
は
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

投
票
率
を
向
上
す
る
た
め
、
駅
前
や

ス
ー
パ
ー
で
の
啓
発
グ
ッ
ズ
等
の
配
布
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
宣
伝
車

等
に
よ
る
ほ
か
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
応
募
作
品
の
展
示
を

通
じ
て
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
治
常
識
の
向
上
と
し
て
は
、

有
権
者
個
々
の
認
識
・
自
覚
が
大
切
な

こ
と
か
ら
、「
贈
ら
な
い
求
め
な
い
受
け

取
ら
な
い
」
の
３
な
い
運
動
を
推
進
し
、

選
挙
制
度
の
趣
旨
に
従
い
、
適
正
に
事

務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
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予
定
価
格
？
・
・
・
国
や
自
治
体
が
工
事
等
の
契
約
を
入
札
等
で
決
め
る
場
合
に
、
積
算
基
準
に
よ
り
実
勢
価
格
を
反
映
し
な
が
ら
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
基
準
の
価
格
。
入
札
参
加
業
者
の
う
ち
、
原
則
、
予
定
価
格
を
下
回
り
一
番
安
い
価
格
を
提
示
し
た
業
者
と
契
約
。

Ｑ .更なる小美玉ブランド発信へ
　　食品公社への各種支援策は

　　Ａ .国県補助を活用した支援探る
　　　　各種機会を通じで活用・ＰＲ 木名瀬幸吉

Ｑ 

販
路
拡
大
に
向
け
支
援
拡
充
を

　

美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
は
、
発

足
か
ら
20
年
目
を
迎
え
、
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
開
発
商
品
が
各

地
で
好
評
を
得
て
い
る
一
方
、
老
朽
施

設
等
の
更
新
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
生
産
原
価
の
上
昇
に
よ
り
厳
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
空
港
が
活
況
を
呈
す
る
中
、

市
内
外
へ
と
小
美
玉
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信

す
る
好
機
と
捉
え
、
更
な
る
販
路
拡
大

を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
各
種
支
援
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

市　

長　

美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公

社
は
、
地
元
農
畜
産
物
の
加
工
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
、
当
時
の
美
野
里
町
や

農
協
、
酪
農
協
等
の
出
資
に
よ
る
第
３

セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
平
成
６
年
３
月
の

発
足
以
来
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

安
定
的
発
展
を
図
る
た
め
、
牛
乳
な
ど

の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特

産
品
の
研
究
開
発
、
製
造
、
販
売
を
一

貫
し
て
行
い
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
は

じ
め
様
々
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

販
路
拡
大
に
向
け
て
は
、
食
品
公
社

に
お
い
て
、
数
々
の
製
品
を
市
内
外
に

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
空
港
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
で
の
販
売
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
販
路
拡
大
を
進
め
て
お
り
、
市
と

し
て
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
建
設
当
時
か

ら
20
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
お
り
、

さ
ら
に
生
産
工
程
や
品
質
管
理
の
問
題

な
ど
供
給
に
見
合
う
体
制
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
状
況
や
、
新
作
物
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
生
産
拡
大
に
伴
う
施
設
等
の
整

備
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
国

県
の
補
助
事
業
を
通
じ
て
取
り
組
め
る

よ
う
具
体
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
更
新
を
進
め
る
中

で
、
生
産
コ
ス
ト
の
改
善
も
図
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
併
せ
て
、
市
が
関

係
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
商
品
を

使
用
す
る
な
ど
幅
広
く
販
売
促
進
に
寄

与
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

一番機で茨城空港に降り立った利用客に
「飲むヨーグルト」を配布。各種機会を通
じて、小美玉市や地元特産品のＰＲに努
める

一般質問

Ｑ 

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て　

　

５
月
か
ら
８
月
に
実
施
さ
れ
た
入
札

の
状
況
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
落
札
率
が

95
〜
98
％
と
全
体
的
に
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
受
注
機
会
の
少
な
い

小
規
模
事
業
者
は
入
札
自
体
に
参
加
で

き
な
い
状
況
等
も
あ
る
が
、
現
在
の
入

札
制
度
を
見
直
し
、
改
善
の
た
め
の
方

策
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

副
市
長　

本
市
の
入
札
制
度
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
委
員
会
を
組

織
し
た
中
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
経
過

が
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
指
名
名
簿

の
更
新
時
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
更
新
作
業
も
含
め
て
、
現
在
の
入
札

状
況
を
よ
く
分
析
し
た
上
で
再
度
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ａ 

総
務
部
長　

落
札
率
の
高
止
ま
り
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、
入
札
の
参
加
業

者
数
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
さ
れ
ま
す

が
、
過
度
の
競
争
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
環
境
に
あ
る
地
域
の
建
設
業
を
更
に

悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
落
札
率
が
低
く
な
り
過
ぎ
る
と
、

契
約
の
適
正
履
行
が
確
保
さ
れ
ず
、
結

果
、
粗
悪
工
事
を
招
き
、
住
民
の
信
頼

を
損
な
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ . 今問われる教育のあり方Ｑ . 今問われる教育のあり方
　　本市が目指す教育は何か　　本市が目指す教育は何か

　　Ａ .　　Ａ .時代の変化を捉えながら時代の変化を捉えながら
　　　　　　　　豊かな人間性・創造性を育む豊かな人間性・創造性を育む

育
委
員
会
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
も
必
至

で
す
の
で
、
一
定
水
準
の
人
材
確
保
を

含
め
た
学
校
環
境
が
維
持
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
社
会
構
造
の
変
化
も
意
識

し
な
が
ら
、学
校
教
育
の
基
本
で
あ
る「
豊

か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
人
間
の

育
成
」
を
念
頭
に
、
お
お
ら
か
に
子
ど
も

達
が
生
き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ 
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
施
策
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
・
高
齢
化
率
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
で
１
０
，
５
７
５
人

（
19
・
８
％
）
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
22

Ｑ 

時
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
方
針
は

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
を
考
え
た
と
き
、
と
き
に
は
厳
し

く
も
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
教
育
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校
教

育
の
原
点
を
捉
え
て
、
本
市
が
目
指
す

教
育
と
は
何
か
、
そ
の
方
針
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

教
育
長　

少
子
高
齢
・
高
度
情
報
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
今
後

10
年
20
年
先
の
教
育
環
境
は
著
し
い
変

化
を
遂
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
国
で
は
教
育
振
興
基
本

計
画
を
策
定
し
、
10
年
後
の
教
育
の
姿

を
明
示
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

国
の
方
針
に
沿
っ
て
目
指
す
べ
き
教
育

の
将
来
像
を
描
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
学

校
地
域
支
援
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
設
置
な
ど
地
域
全
体
で
学

校
教
育
を
支
え
る
体
制
の
構
築
、
ま
た
、

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
確
か
な
学
力
を

確
立
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
基
盤

づ
く
り
、
そ
し
て
、
安
心
安
全
を
ベ
ー

ス
と
し
た
快
適
で
質
の
高
い
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
学
級
編
成
や
教
職
員
の
人
事
・

定
数
管
理
等
の
権
限
が
、
市
町
村
の
教

年
８
月
末
で
は
１
１
，
４
３
２
人
（
21
・

７
％
）
と
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
状
況

で
す
。
ま
た
、
内
閣
府
の
推
計
で
は
、

40
年
後
の
２
０
５
０
年
に
は
、
高
齢
化

率
40
％
と
超
高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
急
速
な
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
高
齢
者
が
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
介
護
予
防
を
重
視
し
た
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
図
り
、
ま
た
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
生
活
全
般
に

わ
た
る
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
生
き
が
い
づ

く
り
の
推
進
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
介
護
予
防
・
地
域
ケ
ア
の
推
進
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
以
上
の
４
つ

の
施
策
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

と
も
に
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
身
近
な

地
域
の
中
で
、
安
心
し
て
生
活
が
出
来

る
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
く
た
め
、平
成
23
年
度
か
ら
の
（
仮
称
）

地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
設
立
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

島田　幸三

教
育
振
興
基
本
計
画
？
・
・
・
平
成
18
年
末
に
施
行
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に
示
す
教
育
理
念
の
実
現
に
向
け
、
今
後
10
年
間
で
目
指
す
教
育
の
姿
や
今
後
５
年
間
（
平
成
20
〜
24
年
度
）
で
取
り
組
む
施
策
を
総
合
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
７
月
策
定
。

一般質問

教育分野のみならず各世代が互いに支え
あう共生社会の構築へ地域コミュニティ
の深化が求められる（玉里小学校区コ
ミュニティー主催の「地域交流まつり」）
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茨
城
県
内
の
公
立
教
育
施
設
の
耐
震
化
状
況
？
・
・
・
文
科
省
が
実
施
し
た
公
立
学
校
施
設
耐
震
化
改
修
状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
幼
稚
園
39
・
１
％
（
全
国
44
位
）、
小
中
学
校
55
・
７
％
（
同
45
位
）、
高
校
68
・
６
％
（
同
24
位
）。

Ｑ . 恒久的施設の借地問題
　　将来負担を鑑み早期解消を

　　Ａ .調査結果もとに見直し実施
　　　　施設のあり方含め検討する 関口　輝門

Ｑ 

借
地
施
設
の
整
理
改
善
の
状
況
は

　

や
す
ら
ぎ
の
里
、
小
川
図
書
館
・
史

料
館
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
、
消
防
本

部
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
堅
倉
幼
稚
園
の

以
上
６
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
敷
地

が
借
地
と
な
っ
て
お
り
、
市
が
年
次
的

に
支
出
す
る
全
借
地
料
の
６
割
、
約
１
，

８
０
０
万
円
に
及
ん
で
い
る
。

　

建
設
当
時
に
は
止
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
一
定
の
理

解
は
出
来
る
が
、
現
在
の
厳
し
い
財
政

状
況
下
、
将
来
的
に
多
額
の
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
く
の
は
見
過
せ
な
い
。
早

期
に
整
理
改
善
に
向
け
た
解
決
策
を
見

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
を
含
め
た
対
応

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

総
務
部
長　

公
共
施
設
の
敷
地
に
つ

い
て
は
、
特
に
恒
久
的
な
施
設
が
建
て

ら
れ
て
い
る
敷
地
に
関
し
て
は
、
市
有

地
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、

各
施
設
を
管
理
す
る
担
当
課
に
対
し
て

調
査
を
指
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
契
約
期
間
、

借
地
料
、
利
用
状
況
、
さ
ら
に
、
土
地

価
格
、
標
準
借
地
料
等
に
つ
い
て
調
査

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
の
中
で
、
施
設
の
利
用
状

況
や
今
後
の
活
用
計
画
、
借
地
料
の
改

定
、
地
権
者
の
意
向
等
を
踏
ま
え
、
施

設
の
存
廃
や
敷
地
の
買
い
上
げ
等
の
対

応
策
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を
行
い
、
見

直
し
等
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
野
田
住
宅
に
つ
い

て
は
、
間
も
な
く
住
宅
を
解
体
し
地
権

者
に
敷
地
を
返
還
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
先
の
６
施
設
の
借
地
に
関

し
て
は
、
直
ち
に
市
有
地
と
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
担
当
課
か
ら
、
さ
ら
に
、
そ

の
後
の
経
過
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
長
期
的

に
は
、
市
の
公
共
施
設
の
配
置
の
あ
り

方
等
も
含
め
た
中
で
検
討
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 7年に生涯学習施設としてオープン
した「やすらぎの里」。敷地面積 66,000
㎡の中に、文芸・華道・茶道・書画棟の
建物や趣のある自然公園を配する

一般質問

Ｑ 

学
校
耐
震
化
の
推
進
方
策
は

　

本
市
の
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率

は
、
全
国
平
均
の
73
％
（
平
成
22
年
４

月
１
日
現
在
）
に
比
べ
大
き
く
遅
れ
て

い
る
。
国
が
補
助
率
を
か
さ
上
げ
す
る

な
ど
推
進
策
を
講
じ
、
平
成
24
年
度
ま

で
に
は
特
に
危
険
性
の
高
い
施
設
の
耐

震
化
を
終
え
る
よ
う
求
め
る
中
、
具
体

的
な
促
進
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

教
育
次
長　

茨
城
県
内
の
耐
震
化
率

は
55
・
７
％
（
平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
）、
全
国
45
位
と
低
迷
し
て
お
り
、
ま

た
、
本
市
は
51
％
、
県
内
市
町
村
で
は

26
番
目
の
順
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
の
幼
小
中
学
校
の
耐
震

化
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に

90
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
IS 

値
の
低
い
施
設
か
ら
優
先
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
基
本
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
少
子
化
が
進

行
し
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
施
設
を
そ
の
ま

ま
改
修
・
改
築
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ

れ
ず
、
将
来
的
な
学
校
の
規
模
・
環
境

な
ど
、
市
と
し
て
の
在
る
べ
き
姿
を
方

向
付
け
た
上
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
こ
の
方
向
性
も
踏
ま
え
な

が
ら
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ . 空港開港でチャンス到来Ｑ . 空港開港でチャンス到来
　　好機逃さず早急に対応を　　好機逃さず早急に対応を

　　Ａ .　　Ａ .将来像・土地利用等の検討進める将来像・土地利用等の検討進める
　　　　　　　　各エリアの着実な事業進展図る各エリアの着実な事業進展図る

在
、
新
た
な
交
流
拠
点
の
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

陸
の
交
流
エ
リ
ア
に
位
置
づ
け
る
羽

鳥
駅
周
辺
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
、

来
年
の
２
カ
年
で
駅
舎
や
駅
前
広
場
を

含
め
た
駅
周
辺
整
備
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

水
の
交
流
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
貴

重
な
資
源
で
あ
る
霞
ヶ
浦
の
環
境
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
策
定

し
た
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備

構
想
を
基
本
に
、
水
辺
の
交
流
拠
点
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
交
流
の
中
心
と
な
る

地
区
と
し
て
、
小
川
市
街
地
お
よ
び
旧

常
陸
小
川
駅
周
辺
を
、
ま
ち
な
か
・
賑

わ
い
の
交
流
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
周
辺
整
備

の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
歴
史
・
文
化

を
背
景
と
し
た
個
性
あ
る
市
街
地
環
境

の
整
備
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
、
本
年

度
は
旧
常
陸
小
川
駅
前
の
用
地
測
量
や

基
本
計
画
の
策
定
、
駅
構
内
用
地
の
買

収
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い

く
中
で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
す
20

年
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
達

成
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

都
市
計
画
・
都
市
整
備
を
急
げ

　

空
港
開
港
以
降
、
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
空
港
へ
の
来
訪
者
が
あ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
す
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
。
こ
の
好
機
を
逃

さ
ず
受
け
皿
と
な
り
う
る
環
境
整
備
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
市
全
体
が
盛
り
上
が

れ
る
都
市
整
備
構
想
の
早
期
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

現
在
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
重
点
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
る
「
け
や
き
通
り
・
茨

城
空
港
線
沿
線
地
区
」
及
び
「
小
川
市

街
地
地
区
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
将
来
像
や
、

望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
土

地
利
用
規
制
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
都
市
計

画
制
度
を
検
討
・
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
面
的
構
造
を

エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
地
域
を

そ
れ
ぞ
れ
「
陸
・
空
・
水
の
交
流
エ
リ
ア
」

と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
空
の
交
流
エ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
拠
点
と
な
る
茨
城
空
港
を
中

心
に
、
空
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
適

正
な
土
地
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
現

Ｑ 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
開
始 

今
後
の
展
望
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

鹿
島
鉄
道
跡
地
バ
ス

専
用
道
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
８
月
30

日
か
ら
来
年
３
月
末
に
か
け
て
実
証
運

行
を
行
い
、
こ
こ
で
の
利
用
状
況
を
検

証
し
、
そ
の
後
の
方
向
性
を
協
議
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

同
事
業
は
鹿
島
鉄
道
の
廃
線
後
に
運

行
さ
れ
て
き
た
代
替
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、
親
し
み
や
す
く

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
確
立
し
、

さ
ら
に
は
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
く
事
業
で
す
の
で
、
運
行
す
る

交
通
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
市
と
し
て

も
戦
略
会
議
を
通
じ
て
、
沿
線
の
企
業
・

学
校
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
を
通
じ

て
、
利
用
促
進
に
向
け
た
積
極
的
な
取

組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

戸田　見成

茨
城
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
来
場
者
数
（
概
数
）
の
推
移
？
・
・
・
３
月
１
１
３
，
６
０
０
人
、
４
月
１
０
７
，
１
０
０
人
、
５
月
１
６
２
，
０
０
０
人
、
６
月
７
２
，
８
０
０
人
、
７
月
５
９
，
６
０
０
人
、
８
月
６
３
，
７
０
０
人
、
９
月
４
０
，
５
０
０
人
。

一般質問

8 月 22 日、プレイベントとして開催された、
バス専用道を利用してのウォーキング大会。
8月 30 日から来年 3月まで実証運行を行い、
定時性・速達性・採算性等を検証していく
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   平成 22 年９月定例会

活動日誌
　

７  

月
  

１
日 
水
戸
神
栖
線
・
水
戸
玉
里
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

  

２
日 
北
関
東
防
衛
局 

陳
情

  

６
日 

県
市
議
会
議
長
会 

視
察
研
修
（
〜
７
日
）

  

10
日 

美
野
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

解
団
の
集
い

  

13
日　

正
副
議
長
・
委
員
長
研
修
（
〜
15
日
）

  

16
日 

議
会
広
報
委
員
会

  

20
日 

総
務
常
任
委
員
会 
視
察
研
修
（
〜
21
日
）

  

21
日 

市
民
経
済
常
任
委
員
会 
視
察
研
修
（
〜
22
日
）

 

県
市
議
会
議
長
会 

理
事
会

  

23
日 

県
東
市
議
会
議
長
会 

定
例
会

  

24
日 

百
里
基
地 

航
空
祭 

特
別
公
開

  

26
日 

民
生
委
員
推
薦
会

  

27
日 

茨
城
空
港
関
連
道
路
整
備
促
進
協
議
会 

総
会

 

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

視
察
研
修
（
〜
28
日
）

  

28
日 

春
秋
航
空 

就
航
式
典

 

交
通
安
全
対
策
協
議
会 

総
会

 

ア
ビ
リ
ン
訪
問
団 

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

  

29
日 

春
秋
航
空 

歓
迎
式

 

湖
北
環
境
組
合 

視
察
研
修
（
〜
30
日
）

 

茨
城
美
野
里
環
境
組
合 

視
察
研
修
（
〜
30
日
）

　

８  

月

  

１
日 

神
栖
市
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

  

３
日 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会 

運
営
委
員
会

  

４
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 

視
察
研
修
（
〜
５
日
）

  

９
日 

第
２
回 

臨
時
議
会

  

10
日 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
美
野
里
支
部
ア
サ
ガ
オ
鑑
賞
会

 

防
衛
省 

陳
情

 

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

定
例
会

  

15
日 

元
気
な
玉
里
北
小
区
を
つ
く
る
会  

納
涼
盆
踊
り
大
会

  

17
日 

茨
城
地
方
広
域
環
境
組
合 

定
例
会

  

19
日 

茨
城
美
野
里
環
境
組
合 

定
例
会

  

20
日 

美
野
里
民
生
委
員
推
薦
会

  

22
日 

か
し
て
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

  

23
日 

議
会
運
営
委
員
会 

視
察
研
修
（
〜
24
日
）

  

25
日 

市
民
経
済
常
任
委
員
会 

視
察
研
修

  

27
日 

新
市
建
設
計
画
推
進
委
員
会

 

後
期
高
齢
者
広
域
連
合 

定
例
会

 

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

前
夜
祭

  

28
日 

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

  

29
日 

鹿
島
鉄
道
跡
地
バ
ス
専
用
道 

開
通
式

  

31
日 

議
会
運
営
委
員
会

　

９  
月

  

４
日 
市
内
中
学
校 

体
育
祭

  

11
日 

市
内
中
学
校 

体
育
祭

  

16
日 

社
協
理
事
会
・
評
議
員
会

  

18
日 

市
内
小
学
校 
運
動
会

  

22
日　

石
岡
地
方
斎
場 
臨
時
会

  

24
日 

美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社 

役
員
会

  

25
日 

市
内
幼
稚
園 

運
動
会

  

26
日 

福
祉
に
っ
こ
り
ま
つ
り

  

27
日 

百
里
基
地
対
策
委
員
会 

視
察
研
修
（
〜
29
日
）

  

30
日 

湖
北
水
道
企
業
団 

定
例
会

８ / ９  第２回 臨時議会を開催
　８月９日、第２回の臨時議会が開催され、市
長から提案された３議案について、いずれも全
会一致で可決しました。
　このうち、議案 57号については、堅倉小学校 
校舎が建築後 40 年以上を経過し、かねてより
老朽化が指摘されており、これまで耐震調査結
果等を踏まえ、改築計画の策定を進めてきまし
た。同工事は文部科学省の補助を受けて、平成
22年度からの 2ヵ年事業として実施され、平成
23年 9月末の完成を予定しています。
　また、議案 58 号については、茨城空港の開
港により、油・化学火災に対応する消防車輌の
必要性が増していたことから、防衛省の補助事
業を活用し、化学消防ポンプ車を購入します。

  待望の「堅倉小学校 校舎」建替、「化学消防ポンプ車」 配備へ
審議結果（３件）

No 議案の内容 結果

56 平成 22 年度 一般会計 ◎
　補 正 額  90 万円
　補正後額  189 億 7,025 万円

57 工事請負契約の締結 ◎
　◇契約目的　堅倉小学校 改築工事
　◇契約金額　８億 5,627 万 5千円
　◇契約相手　株木建設 株式会社
　◇契約方法　一般競争入札

58 動産の買入れ契約の締結 ◎
　◇買入物件　化学消防ポンプ自動車
　◇買入価格　5,638 万 5千円
　◇納入期限　平成 23年 3月 25日
　◇契約相手　有限会社 鈴機
　◇契約方法　指名競争入札

＊ ◎は全会一致で可決

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
？
・
・
・
水
で
は
消
火
で
き
な
い
危
険
な
油
・
化
学
火
災
等
が
発
生
し
た
際
に
、
消
火
薬
剤
や
泡
消
化
剤
を
使
っ
て
消
火
を
行
う
消
防
車
。
こ
れ
ま
で
県
内
29
消
防
本
部
の
う
ち
19
本
部
が
保
有
。
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クイズ・声

　 第１７回プレゼントクイズ　　 第１７回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 19 号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、森のレストラン “ キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  平成 22 年第３回定例議会で審議された議案等は全部で○○件？
　　問 ②  今定例議会で行われた決算認定、小美玉市の会計は全部で○○会計？
　　問 ③  次回の平成 22 年 第４回定例議会の開会日は 11 月○○日？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成 22年 11月 30日（火）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   　   第１６回クイズの当選者第１６回クイズの当選者
　　37通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。
　   本 多 光 枝 さん　関 みち子 さん　
　   菊 池 義 男 さん　川 崎 昭 子 さん  
　   小 島 道 子 さん　押 手 正 子 さん
　   寺 門 弘 子 さん　青 木 弘 美 さん
　   小 貫 翔 大 さん　松 本 栄 子 さん

皆さんから寄せられた声です　～クイズ応募者、傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～
►茨城空港が大変賑わっているようで非常にうれしく思います。この賑わいを継続させるため、自衛隊
　の飛行機の訓練を民間機の離着陸の前後にやり、お客さんに喜んでもらい、リピーターを増やすのも
　良いのではないでしょうか。（中延・男性）
►小美玉市に移り住んで 1年が経過しました。地域の行事が思ったよりも多く、大変興味を持ちました。
　これからも楽しいイベントが開催されることを心待ちにしております。（小川・女性）
►旦那はよく中国に出張しています。子どもはまだ小さいから成田空港までの出迎えなどは大変です。
　中国へ就航してとっても便利です。本当に助かります。（羽鳥・女性）
►９月から小中学校の給食がセンター方式に変更になります。子ども達の反応が知りたいと思います。（江戸・男性）
►過日、自宅近くの道路上に倒木があったため、市役所に連絡。スピーディーな対応ありがとうございました。（幡谷・女性）
►受験生です。今年の夏は猛暑で図書館を利用して涼しい環境で勉強しようと思ったのですが、学習室
　をもっと充実させて欲しいです。デスクが少ないし、つい他の市と比べてしまいます。（羽刈・女性）
►茨城空港への道路は大変立派に出来ました。しかし高速道路の側道の立木から伸びた枝と草で安全性に欠
　け、また、不法にゴミが捨てられて見苦しいです。何とかならないものでしょうか。（羽鳥・女性）
►子どもも見られるコーナーを作ってください。クイズは子どもと一緒に考え、楽しませていただいて 
　います。出題ももう少し多くしてくれると有り難いです。それか「子どもプレゼントクイズ」などが
　あると面白いのでは？。 （羽鳥・男性）

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています

第１６回クイズの正解
  問① 平成 22年第 2回定例議会で審議された
　　  議案等は全部で○○件？ 　　 [ 答 → 29 件 ]
  問②  中国の春○航空が 7月 28日から茨城～上海間の
　　  チャーター便を運行？ 　  [ 答 → 春秋航空 ]
  問③  平成 22年第 3回 定例議会の開会日は？
    　  [ 答 → 9 月 1日 ]
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議員定数等を見直しへ 
特別委員会を設置

　現在、県内の各自治体で議員定数の見直しが

進められている中、本市でも議員定数のほか、

これまで据え置きとなっている報酬等も含めて

具体的に調査検討していくため、9 月定例議会

の最終日に特別委員会を設置しました。

　合併以降の本市の議員定数は、合併協議で

28 名と定められましたが、在任特例期間内の

Ｈ 18 年 12 月定例議会において、Ｈ 19 年

12 月の次期改選時から 24 名とする条例改正

を行い、現在に至っています（議員辞職に伴い

9 月末現在の現員数は 22 名）。また、報酬につ

いては、旧町村時のまま据え置き、全国・県内

平均と比較しても下回っている状況にあります。

　今後、本市における行財政改革の取組みとも

歩調を合わせながら、平成 23 年 11 月末に任

期満了を迎える次期改選時までに、議員定数等

の改正を視野に調査検討を行う予定です。

地域活性の拠点づくりへ
早期に「空の駅」 建設を

　茨城空港の開港を契機として、多くの観光客

が本市に訪れており、今後も新規路線の就航表

明を受けて、持続的な賑わい創出への期待は高

まっている。しかし、これまで受け皿となる拠

点施設がないため、早急に打開策を講じること

が喫緊の課題となっている。

　この千載一遇のチャンスに乗じて、交流促進

や情報発信など幅広く地域活性化の拠点となり

得る大型集客施設、（仮称）空の駅の建設を通じ

て、地域の持続的な発展を目指していくことが

強く求められており、早急に事業化に取り組む

ことを要望する。

（議案 65 号に対する付帯決議）

付帯決議（ふたいけつぎ）？・・・

　議会で議決された条例の施行や予算の執行等にあた
り、執行者側（市長等）に対して、あらかじめ議会とし
ての意見や要望を述べること。
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定例議会
日 程 会議等の内容

傍　聴

議　　場 モニター
中　　継

11月 25 日
（木）

本会議
（開会、議案説明） 可 有

  29-30 日
（月・火）

本会議
（一般質問、議案質疑） 可 有

12 月 1 日
（水）

委員会（～ 16日） 要確認 無

10 日
（金）

本会議
（報告、採決、閉会） 可 有

次の定例議会は１１月２５日（木）１３時３０分  開会 します次の定例議会は１１月２５日（木）１３時３０分  開会 します
  議会の傍聴お待ちしています！
＊議場は本庁舎 3 階にあります。議場内で

　の傍聴には簡単な受付（氏名・住所等の

　記入）が必要です。

＊本庁舎・各支所に設置するＴＶモニター

　でも本会議の同時放映を行っています。

　ご自由にご覧いただけます（受付不要）。

＊委員会等の詳しい日程は、定例議会の開

　会日以降、ホームページをご覧いただく

　か議会事務局までお問合せください。

編編    

集集    

後後    

記記

（撮影 10/16、中延地内）（撮影 10/16、中延地内）


